
ICUでのPTの役割
特殊講義



ICUとは

•病院内の施設の一種。呼吸、循環、代謝その他
の重篤な急性機能不全の患者を24時間体制で管
理し、より効果的な治療を施すことを目的とす
る。英語では Intensive Care Unit と呼び、日本
でもICUという略号が用いられることがある。





岡山大学ICU







•日本集中治療医学会で「集中治療のために濃密
な診療体制とモニタリング用機器、ならびに生
命維持装置などの高度の診療機器を整備した診
療単位」と定義されている[2]。



•集中治療室では一般には「病棟で重篤な症状を
表した患者」「救急患者のうち継続的な状態管
理が必要な患者」「手術後に高度な状態管理が
必要な患者」など急性期の重症患者を受け入れ
る。しかし、今日の一般病棟では、血圧、呼吸、
酸素飽和度などの24時間モニタリングを実施す
ることは可能なので、通常の手術であれば一般
病室で24時間モニタリングを受けるだけの場合
も多い。



•逆に急性症状のない慢性疾患や末期がん患者な
ど、重症であっても集中治療室の対象にならな
い場合がある。

•集中治療室の対象となる場合の代表例としては、
主として重要臓器の機能不全があり生命が危険
にさらされているものかが上げられる。



心臓血管疾患集中治療室 - CCU 
(Coronary Care Unit)

•重症の循環器系疾患を集中的に治療する



新生児集中治療室 - NICU 
(Neonatal Intensive Care Unit)
•新生児用の集中治療室のこと。新生児科に併設
され、新生児のうち極低出生体重児や仮死新生
児など、集中治療が必要な患者を対象としたも
の。正しくは新生児特定集中治療室。NICUで
治療を受け、低出生体重から脱した新生児や状
態が安定してきた新生児は、GCU (Growing Care 
Unit) -継続保育室（回復治療室，発育支援室）
に移動して引き続きケアを受ける場合もある。
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